
あ
つ
べつ
今
昔

「
信し

な

濃の

」―

厚
別
中
央
地
域

　
　

信
濃
神
社
は
、
厚
別
区
、
白        

　
　

石
区
川
下
地
域
の
総
鎮
守
と

し
て
厚
別
中
央
四
の
三
に
鎮
座
し

て
い
ま
す
。
厚
別
停
車
場
通
に
面

し
た
境
内
に
は
開
拓
当
時
を
し
の

ぶ
こ
と
が
で
き
る
記
念
碑
な
ど
が

あ
り
、
木
々
に
囲
ま
れ
た
参
道
の

奥
に
社
殿
が
た
た
ず
ん
で
厳
か
な

雰
囲
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年

九
月
の
例
大
祭
や
七
五
三
な
ど
の

行
事
で
地
元
の
方
々
に
親
し
ま
れ
、

崇
敬
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

神
社
の
近
隣
の
小
・
中
学
校
や
交

番
、
児
童
会
館
、
橋
、
公
園
な
ど

に
も
「
信
濃
」
に
関
す
る
名
称
が

多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

信
濃
神
社
の
創そ

う

祀し

は
、
明
治

　
　

十
六
年
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
Ｊ
Ｒ
厚
別
駅
付
近
に
入
植

し
た
長
野
県
出
身
者
た
ち
が
、
三

里
川
と
厚
別
川
の
堤
防
近
く
の
線

路
沿
い
の
地
に
小
さ
な
祠ほ

こ
ら

を
建
て

建た
け

御み

名な

方か
た

富と
み
の

命み
こ
と（
文
武
の
神
・
雨

水
の
神
）
を
祭
っ
た
の
が
始
ま
り

で
し
た
。
厚
別
開
拓
の
祖
と
い
わ

れ
る
河か

わ

西に
し

由よ
し

造ぞ
う

ら
は
、
長
野
県
の

各
地
か
ら
当
地
に
入
植
し
た
人
々

が
心
を
合
わ
せ
て
開
拓
に
励
む
た

め
、
故
郷
信
濃
（
長
野
県
の
旧
国

名
）
で
最
も
崇
敬
さ
れ
て
い
る
諏す

訪わ

大
社
の
御
分
霊
を
奉
遷
し
て
地

域
の
精
神
の
拠よ

り

所ど
こ
ろと
し
た
の
で
し

た
。
し
か
し
こ
の
地
が
厚
別
川
の

は
ん
ら
ん
な
ど
で
流
さ
れ
そ
う
に

「
今
」
と
「
昔
」
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、

　
　
　

  

ど
ん
な
「
風
景
」
が
見
え
ま
す
か
？

　

旧
出
納
邸
の
マ
ン
サ
ー
ド
屋

根
は
、
大
正
時
代
に
流
行
し
た

札
幌
の
代
表
的
な
住
宅
建
築
様

式
で
し
た
。

　

厚
別
駅
か
ら
の
原
料
運
搬
は
、

悪
路
の
た
め
馬
車
で
往
復
四
時

間
も
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。
昭

和
五
十
六
年
に
当
時
の
製
酪
所

を
復
元
し
、
現
在
の
記
念
館
と

し
て
保
存
し
て
い
ま
す
。

　

両
施
設
と
も
現
在
は
一
般
公

開
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

「
旧き

ゅ
う

出す
い

納と
う

邸て
い

・
雪
印
バ
タ

ー
誕
生
の
地
」

　
　

―

厚
別
南
地
域

　
　

上
野
幌
一
の
五
、
雪
印
種

　
　

苗
株
式
会
社
の
敷
地
内
に

は
、
二
つ
の
貴
重
な
文
化
財
が

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
さ
っ
ぽ

ろ
・
ふ
る
さ
と
文
化
百
選
に
も

選
ば
れ
て
い
る
「
旧
出
納
邸
」

で
す
。
も
う
一
つ
は
、「
雪
印

バ
タ
ー
誕
生
の
記
念
館
」
で
す
。

な
っ
た
た
め
、
現
在
地
に
移
転
、

明
治
三
十
年
に
本
殿
が
落
成
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
三
年

に
建
て
替
え
ら
れ
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
（
旧
社
殿
は
北
海
道
開
拓

の
村
に
保
存
）。
こ
の
よ
う
に
大

切
に
守
ら
れ
た
「
信
州
（
信
濃
の

通
称
）
人
」
と
し
て
の
団
結
心
、

独
立
心
が
、
そ
の
後
の
地
域
社
会

で
の
活
動
を
支
え
た
の
で
し
ょ
う
。

今

昔

今

明治39年当時の拝殿

現在の社殿

創建当時（明治30年ころ）

信
濃
神
社
御
鎮
座
百
年
記
念
碑

　
　
　
　
　
　
　
　

碑
文
か
ら

　

明
治
三
十
年
、
長
野
県
諏
訪

大
社
よ
り
出
身
者
河
西
由
造
等

先
人
に
よ
っ
て
、
開
拓
・
守
神
の

心
の
拠
所
と
し
て
、
厚
別
の
地

に
奉
遷
さ
れ
て
よ
り
こ
の
か
た
、

御
鎮
座
百
年
を
迎
え
た
。
一
世

紀
に
亘
り
、
祭
祀
の
厳
修
、
神

社
の
護
持
に
、
神
明
奉
仕
の
至

誠
を
奉
げ
て
来
た
、
先
達
の
万

古
不
易
と
し
て
、
ゆ
る
ぎ
な
い

精
神
・
伝
統
の
継
承
を
担
う
べ
く
、

こ
の
佳
節
に
あ
た
り
、
有
志
・

氏
子
一
同
参
集
所
建
設
と
併
せ
、

記
念
の
碑
を
建
立
す
る
。

平
成
十
年
九
月
吉
日

宇納牧場（昭和2年ころ）

旧出納邸

雪印バター誕生の記念館

　

「
旧
出
納
邸
」
は
、
こ
の
地

で
牧
場
を
経
営
し
て
い
た
出す

い

納と
う

陽よ
う

一い
ち

氏
の
邸
宅
と
し
て
、
大
正

十
四
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

同
氏
が
酪
農
経
営
を
学
ぶ
た
め

に
デ
ン
マ
ー
ク
に
留
学
し
て
い

た
と
き
目
に
し
た
富
豪
の
家
が

モ
デ
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

厚
別
区
説
明
板
よ
り
抜
粋

　

「
雪
印
バ
タ
ー
誕
生
の
記
念

館
」は
、雪
印
乳
業
の
前
身「
北

海
道
製
酪
販
売
組
合
」
が
、
大

正
十
四
年
に
こ
こ
に
あ
っ
た
宇

納
農
場
の
製
酪
所
を
借
り
受
け

て
民
間
初
の
バ
タ
ー
製
造
を
開

始
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
設
け

た
も
の
で
す
。

　
　

厚
別
区
説
明
板
よ
り
抜
粋

　

  

も
の
が
た
り
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